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1_ こども園での避難訓練。終了後、園児らが元気に防火を誓いまし
た　2_新屋敷区が消火栓で放水訓練　3_川桁区の避難訓練　4_川桁
区長が防災無線で住民に避難を呼びかける　5_観音寺川河川敷で消
防団員が土のう積み訓練　6_消防団による中継放水訓練　7_リステ
ルではレスキュー隊員が建物に取り残された人を救助　8_ 町建設課
職員による被災建物応急危険度判定訓練　9_ 警察署員らが倒木の除
去訓練と車両除去訓練に挑んだ　10_ 炊き出し訓練ではアルファー米
を使ったカレーライス、乾パン、水が配布された　11_ 幸野区による
救命処置訓練　12_ 曲渕区による小型ポンプでの放水訓練　　　

　

町
総
合
防
災
訓
練
は
９
月
23

日
、
長
瀬
地
区
で
行
わ
れ
、
参

加
者
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
へ

の
備
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
地
域
住
民
、
消
防

団
員
、
こ
ど
も
園
園
児
や
町
関

係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
。

震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
、

町
内
の
各
地
で
家
屋
の
倒
壊
や

火
災
な
ど
が
発
生
、
数
日
前
か

ら
降
り
続
い
た
雨
に
加
え
、
台

風
が
接
近
し
、
水
害
も
発
生

し
た―

と
の
想
定
で
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
訓
練
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
町
役
場
】

○
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練

○
地
震
の
発
生
を
町
民
に
知
ら

せ
る
広
報
訓
練
（
町
職
員
）

【
川
桁
地
区
周
辺
】

○
交
通
規
制
訓
練
（
交
通
安
全

協
会
・
交
通
指
導
員
）

【
川
桁
体
育
館
】

○
交
通
障
害
車
両
除
去
訓
練

（
警
察
署
）

○
が
れ
き
撤
去
・
負
傷
者
救
出
・

救
命
処
置
訓
練
（
幸
野
区
自
主

防
災
組
織
・
消
防
署
）

○
応
急
救
護
所
設
置
訓
練
（
町

立
病
院
）

○
避
難
訓
練
・
要
支
援
者
救
護

訓
練（
川
桁
区
自
主
防
災
組
織
）

○
避
難
所
設
置
訓
練（
町
職
員
）

【
観
音
寺
川
河
川
敷
】

○
水
防
訓
練
（
消
防
団
・
土
木

事
務
所
）

【
さ
く
ら
こ
ど
も
園
】

○
通
報
・
避
難
訓
練
（
さ
く
ら

こ
ど
も
園
職
員
・
園
児
）

○
初
期
消
火
訓
練
（
曲
渕
、
新

屋
敷
区
自
主
防
災
組
織
・
さ
く

ら
こ
ど
も
園
職
員
）

○
被
災
建
物
応
急
危
険
度
判
定

訓
練
（
町
職
員
）

【
ホ
テ
ル
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代
】

○
通
報
・
避
難
訓
練
（
リ
ス
テ

ル
猪
苗
代
）

○
救
助
・
救
出
訓
練
（
消
防
署
・

消
防
本
部
）

○
中
継
放
水
訓
練
（
消
防
団
）

○
給
水
・
応
急
給
食
訓
練
（
町

赤
十
字
奉
仕
団
）

　

広
報
訓
練
で
は
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ―

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の
試
験
放
送
を
行
い
、

正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
自
主

防
災
組
織
の
訓
練
に
重
点
を
置

い
て
実
施
し
ま
し
た
。
大
規
模

な
災
害
時
に
は
、
消
防
や
警
察

な
ど
が
す
べ
て
の
現
場
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
に
は
、

地
域
住
民
が
団
結
し
、
助
け
合

う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

―

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る―

そ
ん
な
意
識
を
普
段
か
ら
持
ち

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自分たちの地域は

自分たちで守る
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24 年度町総合防災訓練
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